
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
 

６年生の修学旅行をとおして考えたこと 

校 長   佐 藤 藤 彰 

 

 ６年生の修学旅行が、９月２４日・２５日にありました。会津・日光方面です。子ども達は、小学校最後の思い出

にしようと、１組、２組一緒のグループを作って行動しました。最初の見学地は、会津日新館です。江戸時代の藩

校の様子を映像で理解した後、施設を見学しました。最後に、講堂で体験学習です。正座の姿勢で、会津藩特

有の「什の掟」について講義を受けました。講師の言葉を受けて「一つ、人の悪口を言ったり、人を笑ってはいけ

ません。」「一つ、学習に際しては、姿勢を正し素直な気持ちで教わります。」などと唱和して一礼をする子ども達、

講師の質問にテキパキと答える子ども達。子ども達の後ろ姿を見ていると、タイムスリップし藩校で学んでいる子

ども達のように思えてなりませんでした。 

次は、グループごとの自主研修です。鶴ケ城、飯森山、赤べこの絵付け体験など事前に調べた所を４時間ほ

どかけて研修し、１４時に鶴ケ城のチケット売り場前に集合するという計画でした。地図を片手に、初めての土地

を歩いたり、交通機関を利用して目的地で研修していくのです。集合場所の担当が、私でした。緊急連絡用に携

帯電話をグループ毎に預けましたが、何事もなく計画どおり研修して予定時刻までに辿り着いてくれればと願っ

ておりました。２時間ほど前から待機しておりましたが、連絡があったのは二つのグループからだけでした。ある

一つのグループが、４０分位前に着き話し合っていました。残りの時間で、鶴ケ城の中を見学するかお土産の買

い物をするか決めかねているようでした。黙って見守っていると、集合時間も迫ってきたこともあり、グループの

集合時刻を決めて二つに分かれて行動することに決め、素早く行動に移っていきました。予定していた１４時に

は、全てのグループがそろいました。翌日の日光東照宮と江戸村での研修も計画どおりに行うことができました

し、バスの中ではレクレーション係が交代で進めていき、楽しい旅行をすることができたと思います。 

２日間の修学旅行を終え、６年生が一段と成長したように思います。これは、事前に見学先や移動の手段を調

べたり、旅行中の生活の仕方や自分達の役

割について話し合ったり、それらのことを実際

にやり遂げることができたからでしょう。「学

習」の「学ぶ」と「習う」が意味するように、「学

んだことを繰り返し実行に移すことで、自らの

ものにする」ことができたからなのです。育ち

の節となる行事の大切さ、学年の段階に応じ

た基礎・基本を確実に身につけ、そしてそれ

を十分に活用できる子どもに育てていくこと

の大切さを深く受け止めたところです。 
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日 曜 校 内 の 予 定 日 曜 校 内 の 予 定 

２０ 月 職員会議 １ 土  

２１ 火 全校朝会 学びのルーム ２ 日  １年ＰＴＡ学年行事 

２２ 水  授業研究（１の２） ３ 月 文化の日 

２３ 木   ４ 火 安全の日 Ｂ日課４校時 国際理解教室 全校朝会 

２４ 金  文化祭 みなみおはなしかご ５ 水  授業研究（２の２・６の１）  ６年弁当 

２５ 土  ６ 木  クラブ（見学会） ６年弁当 

２６ 日  ７ 金   

２７ 月  代表委員会 学びのルーム ８ 土   

２８ 火  授業４校時 全校朝会 ９ 日  

２９ 水  全校テスト 国際理解教室  １０ 月  集金振替日  

３０ 木  市交歓音楽会（４年） クラブ 指導部会 １１ 火  市教育委員訪問 委員会 

３１ 金  ワックス塗り １２ 水  学校開放日 祖父母参観  

南部タイムブロック発表会 

 

 

南部南部南部南部っっっっ子子子子    
                                                                            平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度 

■１０月１日（水）恒例の長距離走大

会が行われました■保護者の方もた

くさんかけつけて応援してください

ました■子どもたちは運動会の後、し

っかり走り込んで、この日に備えまし

た■各学年ブロック毎に、みんなの応

援を受けて走り、ベストタイムを出し

ました■ゴール前、直線５０Ｍは、ど

の組もデッドヒートで見ものでした。 

 
おめでとうおめでとうおめでとうおめでとう！！！！長距離走大会優勝長距離走大会優勝長距離走大会優勝長距離走大会優勝者者者者    

 男 子 女 子 

１年 鈴木 日向 川越 千裕 

２年 佐藤 智輝 今井 志歩 

３年 鈴木 優作 工藤 佑香 

４年 工藤 拓人 五十嵐茜音 

５年 菊地裕次郎 秋葉そよ風 

６年 三浦 瑶平 古城明日香 
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参
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■
二
年
生
が
、
生
活
科
の
学
習
で
、
町
た
ん
け
ん
に
出
か
け
ま
し
た
■
熊
野
神

社
で
は
天
然
記
念
物
の
杉
の
木
の
太
さ
に
び
っ
く
り
！
■
友
だ
ち
が
何
人
か
集

ま
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
で
す
■
ふ
だ
ん
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
あ
ま

り
気
づ
か
な
い
地
域
の
も
の
に
気
づ
く
勉
強
で
す
■
「
先
生
！
○
○
あ
る
よ
。
」

と
い
う
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
■
び
っ
く
り
の
多
い
二
年
生
の
生
活
科
の

勉
強
で
し
た
。 

■９月１９日は、南部小学校の創立記念日です■明治７年、高屋村の光明寺に高屋学校が、

島村の泉蓮寺に島学校ができました■その後、統合し、旭進学校となりましたが、明治１７

年新校舎が完成し、高島学校と改称してから、１２４回目の創立記念日を迎えました■お祝

いの南部ぶちあわせ太鼓の披露のあと、今年は、地域の方、卒業生の方のお話を佐竹敬一さ

ん（高屋４）からお聞きしました■佐竹さんは、子どものころの話、戦争の頃の話といろい

ろな話をしてくださいました■子どもたちは、佐竹さんの熱の入った話に聞き入っていまし

た■そのあと、６年生の石山未紗さんが、「さわやかなあいさつが行きかう学校にしたい」

という児童代表の言葉を発表しました■南部小学校の今年のキャッチフレーズは「響き合い

笑顔の花咲く 活力ある学校」です■１２４年間の先輩たちの熱い思いをこれからもずっと

引き継いでいてほしいものです。 

市読書推進員 
土屋さんのお話を 

聞いて ■
五
年
生
は
、
今
年
も
稲
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
■
先

日
、
稲
刈
り
の
手
刈
り
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
■
稲
を

つ
か
ん
で
刈
る
の
は
何
と
か
な
る
も
の
の
、
束
ね
方
は
今
井
さ

ん
の
名
人
芸
！
■
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
、
束
ね
る
こ
と
が
で

き
ず
に
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
後
の
、
落
穂
ひ
ろ
い
が
大
変
で

し
た
■
稲
ぐ
い
に
か
け
る
、
昔
な
が
ら
の
自
然
乾
燥
に
し
ま
す

■
出
来
上
が
っ
た
お
米
で
、
五
年
生
の
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し

て
収
穫
感
謝
祭
を
す
る
予
定
で
す
。 

■１０月上旬、寒河江市の読書推進委員

の土屋さん（柴橋小常勤）が、南部小学

校に１週間おいでくださいました■各

学年が、ブックトークやエプロンシアタ

ーなどで、楽しい話をしていただきまし

た■土屋さんは、金曜日の「みなみおは

なしかご」のメンバーでもあります■本

の面白さにたっぷりひたることのでき

た子どもたちは、うれしそうでした。 




